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◆概要（経緯等） 

総合科学技術・イノベーション会議生命倫理専門調査会（以下「生命倫理専門調査会」と

いう。）においては、ヒト胚を用いる研究に対して、生命倫理の遵守と研究の推進の両立を可能と

するために、「ヒト胚の取扱いに関する基本的考え方」（以下「基本的考え方」という。）を策定し関係

省庁における対応の方針を示しているところである。 

昨今、技術発展が著しいゲノム編集技術については、「基本的考え方」に基づき生命倫理専門

調査会で検討を行い「ヒト受精胚へのゲノム編集技術を用いる研究について」として平成 28年４

月 22 日に中間まとめを公表したところである。 

しかし、当該技術においては、研究開発が非常に早い速度で進んでいると共に、疾患等における

病因分析等の進展と相まって、疾患等の根治的療法に用いることが期待される技術も発表されて

いる。 

このような現状に鑑み、最先端技術のヒトへの応用にあたっても生命倫理の遵守と研究の推進

の両立が可能となるよう、「基本的考え方」の見直し等の検討を行い、その検討結果を受け、関係省

庁においてヒトへの応用に対応するため所要の指針等の検討を促す。 

◆検討対象 

「基本的考え方」の検討に際して、現在、生命倫理専門調査会で検討している「ヒト受精

胚へのゲノム編集技術を用いる研究」の議論の深化に加え、現在、研究開発が進められてい

る、核置換、新たなゲノム編集等遺伝的改変技術のヒト受精胚等への応用に関する科学研究

及び医学応用に係る計画から実施に至るまでの在り方等について検討を行う。 

◆検討の進め方 

関連研究に遅滞なく対応するために、「基本的考え方」の見直し等に際しては、必ずしも

全体見直しだけでなく、必要に応じて部分的見直し等の手法を組み合わせて検討を進める。

また、議論の内容については、関係機関のみでなく国民にも広く普及を行う。 

具体的には、現在、生命倫理専門調査会で検討している「ヒト受精胚へのゲノム編集技術

を用いる研究」について、更に議論を深め、半年を目途に、ヒト受精胚を用いた研究に係る計

画から実施に至るまでの在り方を含めた検討を行い、一定の結論を得る。 

その後は、国内外の研究開発の進捗を勘案しながら、必要に応じ個々の課題について優先

順位、検討期間等を設定して検討を進める。 

◆検討組織 

「ヒト受精胚に対するゲノム編集技術を用いる研究」等の検討対象について集中的に検討を

行い、効率的に結論を得ることを可能とするために、生命倫理専門調査会の下に、「「ヒト

胚の取扱いに関する基本的考え方」見直し等に係るタスク・フォース」（以下「タスク・フ

ォース」という。）を設置し、検討を行い、生命倫理専門調査会の議を経た上で総合科学技

術・イノベーション会議で決定を行う。 

タスク・フォースの人員構成は、「生命倫理」、「生物学」、「医学」、「法律学」等の幅広い

分野の有識者、関係者等に加え、関連する学会等により構成する。 
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